
対策現在…
MPの発⽣抑⽌措置や
プラスチックごみの回収のみ

⇧
放出したMPは回収不能

さらにナノプラスチック
• MPよりさらに微細なプラスチック⽚
• MPから剥離するように⽣成
• ⼈体の消化管を透過可能でMPより有害な可
能性がある

• ウニや藻類などで毒性確認済

⾝近では下⽔道から排出されるマイクロプラスチック
• 現在の処理能⼒では⼩さなMPが回収でき
ない（回収率は75%ほど）

• 未回収のMPはそのまま排出されている

図1 マイクロプラスチックの写真
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製品名

⽣分解性プラスチック

特定のMP

付着させた遺伝⼦
組み換え⼤腸菌
のフィルム

エコンプ
⽣体模倣

アマモ

種々のMP

付着した
植物プランクトンの塊

天然のアマモ

MPを排出しない
⽣分解性プラスチックに

MP・NPを分別回収する
遺伝⼦組み換え⼤腸菌

を塗布した装置

エコンプは天然のアマモに着想を得た
が、アマモという植物をNHK「ダーウィ
ンが来た！」などで⾒たことがあるだろ
うか？
アマモは海に⽣えている緑⾊の植物
である。アマモの表⾯は通常緑⾊だ
が、実際にはところどころ茶⾊の部分
があり、これは植物プランクトンの塊
である。植物プランクトンの塊の表⾯
には泥や砂、マイクロプラスチックなど
が付着している。
この構造を⼤腸菌と⽣分解性プラスチックで⽣体模倣をすれば、マ
イクロプラスチックを種類別に回収することができるのではないか
と考えた。アマモを⽣分解性プラスチックで置き換え、植物プラン
クトンを遺伝⼦組み換え⼤腸菌に置き換えるのだ。
エコンプは⼤腸菌を使うため既存の⼿段である⼤型藻類やプランク
トンに⽐べ、⽇光が不要で温度をあまり気にしなくて良く利便性が
⾼い。また、⽣育可能な⽔温のレンジが広いため、様々な気候の国
で使うことができる。まだ実験ができていないため詳細な性能は分
からないが、天然のアマモの1.５倍から2倍の性能を⽬指したい。

図2 着想の経緯

図3 エコンプの初期概念図

図１ エコンプの全体像



⽣物反応槽 最終沈殿槽エコンプ

返送汚泥

MPの吸収
栄養源の⽣分解 微⽣物の沈殿

滅菌槽

殺菌処理

⇧微細なマイクロプラスチックは下⽔処理場の⽣物反応槽で発⽣
することが多い。100㎛以下のマイクロプラスチックは最終沈殿
槽で沈殿することがないため、100㎛以下のマイクロプラスチッ
クの回収を⽬的とするエコンプは⽣物反応槽と最終沈殿槽の間で
使⽤することが適切。

⾃治体

化学メーカー
アパレル産業

販売

販売 設置

エコンプ

顧客

3Dプリンター
販売会社

ロケット燃料
会社

材料

燃料

種類別MP

図4 エコンプを活⽤したビジネスモデル

図5 エコンプの想定設置場所

図6 今後のアクションプラン
現在、エコンプは構想段階でアイデアを深めている段階である。
今後は実験を⾏うことで実現可能性の検証を⾏っていく。また、
ビジネスモデルやマーケティング戦略を改善していく。


